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【平成29年第４回定例会】

　各種料金・サービスを見直し　行政改革を実行	 ●２
　一般質問（４人が登壇）

　　　／人口問題／就学援助／不育症	 ●９
　　　	経営形態見直しを検討　特別委員会を設置	 ●18
　議員活動の自己評価を実施	 ●19　

２回目となる高校生議会を開催。高校生、議員、町職員がまちづくりについて議論しました。（２月８日	撮影）

平成30年は　　　　
　　　広尾町開町150年

国保
病院
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討　論

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５

日
（
火
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
専
決

処
分
の
承
認
、
第
５
次
行
政
改
革
の
実

施
に
伴
う
条
例
の
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会
で

の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と

お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
案
の
賛
否
は
７
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
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本
定
例
会
で
は
、
第
５
次

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
か

か
る
条
例
改
正
が
多
く
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
金
や
水
道
料
ほ
か

各
種
料
金
の
見
直
し
な
ど
、

町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
改
正
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
多
く
の
質
疑
・
討

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
11
月
号
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
議
会
速
報
36
号
な

ど
で
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
は
質
疑
、

討
論
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
内
容
は
要
約
・
抜
粋
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
国
へ
消
費
税
を
納
め

て
い
な
い
。
内
税
か
ら
外
税

に
変
更
す
る
意
味
が
希
薄
で

あ
り
、
住
民
に
対
し
真
摯
に

向
き
合
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
本
案
に
反

対
す
る
。

　

町
財
政
が
厳
し
い
と
は
い

え
、
年
間
４
０
０
０
万
円
を

超
え
る
削
減
は
大
き
す
ぎ
る
。

高
齢
者
の
不
安
だ
け
で
な
く
、

町
内
商
店
の
売
り
上
げ
に
も

影
響
が
出
る
こ
と
は
免
れ
な

い
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
の
施
策
は
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
本
案
に
反
対
す

る
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
く
い
る
。
バ

問ッ
サ
リ
と
切
り
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
段
階
的
実
施
な
ど

配
慮
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

高
齢
者
の
貧
困
率
は
高
い

状
況
で
あ
り
、
な
ぜ
こ
う
い

う
提
案
と
な
っ
た
の
か
。
大

答 幅
な
削
減
は
町
民
に
理
解
さ

れ
る
の
か
。

総
合
的
に
検
討
し
、
管

内
平
均
の
水
準
に
改
正

行政改革実行で、町民生活にも大きな影響

平成29年

第４回

定例会

12/5～8

サービスを見直し

高
齢
者
へ
の
影
響
大

反　

対

旗
手
恵
子
議
員

消
費
税
を
内
税
か
ら

外
税
方
式
へ

各種
使用料

管
内
平
均
の

　
　
支
給
水
準
に

敬老祝金

す
る
こ
と
と
し
た
。
町
民
へ

の
説
明
会
で
は
や
む
な
し
の

意
見
も
多
か
っ
た
。

　

他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度

を
維
持
継
続
し
て
い
く
た
め
、

断
腸
の
思
い
で
決
断
し
た
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
健
全
化
は
必
須

賛　

成

浜
頭　

勝
議
員

変
更
の
意
味
が
希
薄

討　論

反　

対

前
崎　

茂
議
員

　

今
後
の
高
齢
者
福
祉
推
進

の
た
め
に
も
財
政
健
全
化
は

必
須
で
あ
り
、
制
度
存
続
に

は
あ
る
程
度
の
見
直
し
が
必

要
。
幅
広
く
町
民
へ
の
説
明

を
行
い
、
一
定
程
度
の
理
解

も
得
て
い
る
。

　

ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た

時
、
改
正
内
容
は
や
む
を
得

な
い
と
考
え
、
本
案
に
賛
成

す
る
。

　

消
費
税
を
利
用
者
に
適
切

に
負
担
し
て
も
ら
い
、
収
入

の
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

本
町
の
財
政
状
況
か
ら
も
や

む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
、

本
案
に
賛
成
す
る
。

適
切
な
利
用
者
負
担
を

賛　

成

浜
頭　

勝
議
員

今
ま
で
内
税
だ
っ
た
も

の
を
、
な
ぜ
外
税
化
す

問る
の
か
。

答 い
た
い
と
い
う
趣
旨
で
改
正

し
た
。町

は
消
費
税
を
国
に
納

め
て
い
る
の
か
。

考
え
で
内
税
と
し
て
い
た
。

今
回
行
革
を
実
施
す
る
上
で
、

住
民
に
も
適
正
な
負
担
を
願

問

今
ま
で
は
利
用
者
負
担

を
増
や
さ
な
い
と
い
う

答

法
律
上
は
納
税
義
務
者

だ
が
特
例
が
適
用
さ
れ
、

納
税
義
務
は
発
生
し
て
い
な

い
。
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次のページは「第４回定例会・

意見書・行政報告」

各種料金・

超
過
料
金
を
値
上
げ

上下水道
簡易水道
使用料

こ
の
10
年
で
料
金
収
入

は
変
わ
ら
ず
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
も
４
割
減
。

起
債
残
高
も
12
億
円
減
っ
て

い
る
。
年
々
歳
出
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
平
成
30
年
度

の
予
算
規
模
は
。

答

約
４
億
円
を
予
定
。
費

用
に
収
入
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
。
経
営

を
考
え
る
と
現
在
８
８
０
０

万
円
の
収
入
を
１
億
円
に
近

づ
け
る
形
と
し
た
い
。

改
正
後
の
料
金
は
管
内

２
番
目
と
な
る
。
行
革

に
よ
る
料
金
値
上
げ
、
サ
ー

ビ
ス
削
減
は
町
民
生
活
に
大

き
く
影
響
す
る
が
。

問

農
家
用
の
超
過
料
金
が

１
㎥
50
円
か
ら
経
過
措

置
は
あ
る
が
１
０
０
円
と
倍

に
な
る
。
年
間
の
負
担
増
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

問 答

見
直
し
は
ト
ー
タ
ル
で

考
え
る
こ
と
が
必
要
。

住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

務
め
で
あ
り
、
広
尾
町
の
将

来
を
考
え
て
町
民
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

答

飼
養
頭
数
の
多
い
農
家

は
町
内
に
６
件
ほ
ど
あ

り
、
年
間
最
大
１
０
０
万
円

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
今
回

の
改
正
で
２
倍
の
２
０
０
万

円
に
な
る
。

酪
農
家
に
と
っ
て
影
響

は
大
き
い
。
ど
の
よ
う

に
周
知
す
る
の
か
。

問答

農
家
用
が
ほ
ぼ
大
半
の

利
用
を
占
め
て
お
り
、

農
家
用
料
金
を
上
げ
る
し
か

収
入
増
の
手
立
て
は
な
い
た

め
、
他
町
村
の
例
と
も
比
較

し
て
上
げ
幅
を
決
め
た
。

　

農
協
の
理
事
会
で
も
説
明

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
町

広
報
な
ど
で
全
て
の
世
帯
に

周
知
し
て
い
く
。

下水道超過料金
「現行水準を維持すべき」

修正案は
否決

賛成４、反対８

　

料
金
引
き
上
げ
と
消
費
税

の
外
税
化
で
二
重
の
値
上
げ

と
な
り
、
高
齢
者
や
子
育
て

世
代
に
負
担
が
大
き
い
。
超

過
料
金
は
現
行
水
準
を
維
持

す
べ
き
で
あ
り
、
修
正
案
に

賛
成
す
る
。

負
担
を
軽
く
す
べ
き

討　論

修
正
案
に
賛
成

旗
手
恵
子
議
員

　

一
部
世
帯
が
値
下
げ
に
な

る
な
ど
の
配
慮
も
さ
れ
て
い

る
。
下
水
道
事
業
に
は
多
額

の
繰
出
金
が
支
出
さ
れ
て
お

り
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え

た
時
、
改
正
内
容
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
、
原
案
に
賛

成
す
る
。

改
正
は
や
む
を
得
ず

原
案
に
賛
成

浜
頭　

勝
議
員

毎日の生活に欠かせない水道料金も値上げに 農
家
用
は
４
年
の
経
過
措
置

下
　
水
　
道

問

簡

易

水

道

　

前
崎
茂
議
員
、

旗
手
恵
子
議
員

か
ら
、
下
水
道

超
過
料
金
を
現

行
水
準
維
持
と

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
水
量
の
引
き
下
げ
は
、

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
少
量
利

用
者
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、

料
金
引
き
上
げ
と
消
費
税
外

税
転
嫁
の
二
重
値
上
げ
と
な

り
、
提
案
さ
れ
た
水
準
で
は

十
勝
管
内
で
２
番
目
に
高
く

な
る
。

　

高
齢
者
世
帯
、
子
育
て
世

帯
の
収
入
が
伸
び
て
い
な
い

中
、
超
過
料
金
は
現
行
水
準

を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

二
重
値
上
げ
で
負
担
大

項　　目 平成19年度 平成28年度

料金収入 9489万円 9453万円

一般会計繰入金 ３億2627万円 １億9768万円

歳出合計額 ９億621万円 ４億3541万円

起債残高 32億1864万円 20億3034万円

下水道会計収支等の推移
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新年度に新しく看板を設置

高齢者料金は現行100円を維持

◎平成29年９月の台風被害復旧に伴う一般会計、簡易水

道会計の補正予算、10月の衆議院議員総選挙に伴う一

般会計補正予算の専決処分を承認しました。

◎老朽化により今後活用予定のない音調津生活改善セン

ターの関係条例を廃止しました。

≪以下の変更などはすべて平成30年４月１日施行≫

◆住民票、印鑑登録証などを取得する際の手数料を変更

しました。

◆生活支援ハウスなごみの管理費（共用部分にかかる費

用）の月額について、単身者１万円を１万2000円に、

夫婦世帯１万5000円を１万8000円に引き上げました。

◆除雪・草刈などの軽度生活援助にかかる利用料を１時

大
人
利
用
料

５
割
増
の
４
４
０
円
に

公衆
浴場
料金

値
上
げ
で
利
用
者
は
さ

ら
に
減
る
の
で
は
な
い

問か
。
古
い
施
設
で
設
備
も
よ

く
な
い
の
に
、
他
自
治
体
の

公
衆
浴
場
に
比
べ
て
高
い
料

金
に
な
る
こ
と
は
不
条
理
に

思
え
る
が
。

成
３
年
か
ら
料
金
見
直
し
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
管
理
費
が

多
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
運
営
は
限
界
で
料
金
改

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
齢

者
の
１
０
０
円
は
維
持
し
て

い
く
。 利

用
者
減
に
は
い
ろ
い

ろ
な
要
因
が
あ
る
。
平

答
　

入
浴
は
日
々
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
１

回
１
４
０
円
の
値
上
げ
で
年

間
の
負
担
額
は
か
な
り
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
も
、
本
案

に
反
対
す
る
。

年
間
負
担
額
大
き
い

討　論

反　

対

前
崎　

茂
議
員

　

高
齢
者
・
子
ど
も
料
金
は

据
え
置
く
な
ど
一
定
の
配
慮

も
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
財

政
状
況
か
ら
も
や
む
を
得
な

い
も
の
と
考
え
、
本
案
に
賛

成
す
る
。

改
定
は
や
む
を
得
ず

賛　

成

浜
頭　

勝
議
員

　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会
で

「『
本
通
公
園
』の
名
称
を『
丸

山
公
園
』
へ
復
元
を
求
め
る

請
願
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
議
長
か
ら
町
長

に
対
し
、
請
願
趣
旨
の
実
現

に
向
け
て
努
め
る
よ
う
求
め

て
い
ま
し
た
。

　

広
尾
町
都
市
計
画
審
議
会
、

町
民
意
見
公
募
な
ど
の
手
続

き
を
経
て
、
本
定
例
会
に
公

園
名
称
を
変
更
す
る
条
例
案

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

（
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

施
行
）

問 ※
本
請
願
採
択
に
つ

い
て
は
、
議
会
だ

よ
り
１
８
３
号
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

変
更
に
２
０
０
万
円

か
か
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
本
当
に

か
か
る
の
か
。

委
員
会
で
の
審

査
時
に
、
名
称

答

「
本
通
公
園
」
を

「
丸
山
公
園
」
に

公園
名称
変更

看
板
を
新
た
に
設
置

問
題
な
い
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
改
訂
時
に
併
せ
て
修
正
す

る
方
が
よ
い
と
北
海
道
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
そ

の
方
が
費
用
も
圧
縮
が
図
れ

る
。

都
市
計
画
と
実
際
の
公

園
名
が
違
っ
て
い
て
も

そ
の
こ
と
は
委
員
会
開

催
時
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
町
の
説
明
が
不
十
分

で
賛
否
が
分
か
れ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
い
つ
わ
か
っ

た
の
か
。

条
例
改
正
の
作
業
を
行

う
際
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
判
明
し
た
。

問答

その他決まったこと（◆は行政改革の実行に伴うもの）

間につき一般世帯80円、所得税非課税世帯24円から、

介護保険と同様の１割負担となる200円に変更しました。

ただし、所得税非課税世帯は介護サービス負担軽減事

業と同様に25％軽減した150円となります。

◆十勝管内他町村と比べて高価であった道路占用料を引

き下げました。

◆十勝管内他町村と比べて安価であった河川敷地占用料

などを引き上げました。

◆個別排水処理施設使用料にかかる消費税を内税から外

税とし、検査手数料を引き上げました。

◆10月に改正した「十勝港港湾施設管理条例」の罰則規

定を整理、また同条例で定める使用料にかかる消費税

を内税から外税へと改正しました。
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次のページは「議員の出欠・議

案賛否・議会広報ができるまで」

幼保一元化へ準備進む

意見書２件を可決し、国等へ提出

※内容は要約しています。

北海道の酪農と畜産を守れ!!

②

提
出
者　
　

北
藤
利
通
議
員

　

北
海
道
の
酪
農
・
畜
産
は
、

安
全
で
良
質
な
牛
乳
・
乳
製

品
や
畜
産
物
の
安
定
供
給
と

い
う
重
要
な
使
命
を
担
っ
て

い
る
が
、
飼
養
農
家
戸
数
及

び
乳
用
牛
頭
数
の
減
少
と
い

う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
や
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
高
い
水
準
の
貿

易
自
由
化
が
迫
ら
れ
て
お
り
、

提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

政
府
は
、
平
成
26
年
度
、

28
年
度
に
引
き
続
き
平
成
30

年
度
も
診
療
報
酬
を
マ
イ
ナ

ス
改
定
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
安
定
し
た
病
院

経
営
を
脅
か
し
、
医
療
の
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

地
方
交
付
税
が
減
少
し
、

へ
き
地
や
救
急
医
療
な
ど
の

不
採
算
部
門
を
担
っ
て
い
る

公
立
病
院
の
経
営
は
一
層
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
医
療
を
守
り
国
民
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
次

の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

①
診
療
報
酬
の
連
続
引
き
下

げ
は
行
わ
な
い
こ
と

②
公
立
病
院
の
運
営
に
対
す

る
地
方
財
政
措
置
の
充
実
・

確
保

③
地
域
の
医
療
需
要
を
満
た

す
医
療
提
供
体
制
の
構
築

平
成
30
年
度
畜
産
物
価
格

決
定
等
に
関
す
る
意
見
書

多
く
の
農
業
者
は
将
来

へ
の
不
安
を
強
め
て
い

る
。

　

国
民
の
基
礎
的
食
料

の
一
つ
で
あ
る
牛
乳
・

乳
製
品
及
び
畜
産
物
の

安
定
供
給
、
地
域
経
済

を
支
え
る
家
族
経
営
・

農
業
法
人
を
中
核
と
す

る
酪
農
・
畜
産
の
持
続

的
な
発
展
を
図
る
た
め
、

生
産
現
場
に
寄
り
添
っ

た
政
策
の
推
進
と
必
要

な
予
算
措
置
に
努
め
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

①

診
療
報
酬
を
引
き
下
げ
ず
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　

畑
作
部
門
の
生
産
額
は
昨

年
よ
り
19
・
５
％
増
の
２
億

１
７
３
７
万
円
、
畜
産
部
門

は
昨
年
よ
り
０
・
８
％
増
の

73
億
３
２
９
７
万
円
で
、
農

業
全
体
で
は
昨
年
か
ら
１
・

３
％
増
の
75
億
５
０
３
４
万

円
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
昨

年
を
さ
ら
に
上
回
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

平
成
29
年
11
月
末
現
在
で

合
計
35
億
９
５
７
７
万
円
、

前
年
対
比
１
億
３
５
１
３
万

円
、
３
・
９
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

平
成
29
年
の
最
終
水
揚
げ

額
は
約
40
億
３
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

教
育
を
学
校
だ
け
に
任
せ

ず
、
学
校
と
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
か
か
わ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
教
職

員
と
住
民
な
ど
を
委
員
と
す

る
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
、

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
町

　

平
成
31
年
度
に
予
定
し
て

い
る
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
統

合
に
向
け
て
、
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
を
図
る
た
め
に
平
成
30

年
度
実
施
す
る
。

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参

議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・

財
務
大
臣
～
両
意
見
書
、
農

林
水
産
大
臣
～
①
、
総
務
大

臣
・
厚
生
労
働
大
臣
～
②

村
瀨
町
長

か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
の
導
入
予
定

農
業
の
生
産
見
込
み

漁
業
の
生
産
実
績
状
況

笹
原
教
育
長

か
ら
の

幼
稚
園
３
歳
児
保
育
の
開
始

内
小
・
中
学
校
に
導
入
予
定
。

漁業生産回復に向けての施策は
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議員の会議等出欠状況をお知らせします
（平成29年９月定例会終了後～平成29年12月定例会まで）

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

11／７ 十勝管内議員研修会（更別村） ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／７ 議場 de ジャズ（議場でのコンサート） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ 早 ○ ○ ○

12／８ 第７回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

12／５ 第４回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／６ 第４回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○ ○

12／７ 第４回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／８ 第４回定例会（意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/24～25 産業常任委員会行政視察（安平町・札幌市） ○ － ○ ○ ○ － × × － － － － －

11／８ 議会広報編集会議 － ○ × － － ○ － － ○ － ○ ○ －

11／15 総務常任委員会行政視察（本別町、足寄町） － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ －

11／17 第４回議会広報特別委員会 － ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ ○ ×

11／17 総務常任委員会行政視察（新得町） － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ －

12／１ 第５回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － ○ ○

12／６ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

12／８ 予算審査特別委員会（補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12／８ 議会広報編集会議 － ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。

※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。

※予算審査特別委員会は、議長を除く議員で構成されています。

議会だよりの編集は「議会広報特別委員会」で

行っています。委員の任期は２年です。

この185号作成時点の委員は、山谷照夫（委員長）、

萬亀山ちず子（副委員長）、北藤利通、小
こ

田
だ

英勝、

旗手恵子、浜頭　勝の６人です。

⑤原稿を事務局で修正

⑥「議会広報特別委員会」を開催　11/17
✐編集会議で指摘のあった修正点や全体について

最終的な確認を行います。

⑦完成　11/20
✐委員会での指摘等を修正して、完成です。

　最後に印刷会社にデータを引き渡して作業は完

了です。

⑧皆さんのお宅に配布（町の広報と一緒に）

皆さんが読みたいと

思える紙面づくりに

努めています！
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次のページは

「補正予算・一般質問」『臨時職員』

平成29年 第４回定例会 議案審議結果

●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）
賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決

結果

浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎

敬老祝金条例の制定 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ －
可決

（8-4）

使用料等算定方法の変更に伴う関係条例
の整理条例の制定

○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ －
可決

（8-4）

老人福祉センター設置条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ －
可決

（8-4）

下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ －
可決

（8-4）

下水道条例の一部改正（修正案） × × × ○ × × ○ × × ○ ○ × －
否決

（4-8）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

　３・６・９・12月の年４回発行し、

議会の審議内容や議会・議員活動を

町民の皆さんにお知らせする重要な

役割を持つ「議会だより」。

　その「議会だより」はどうやって

作っているのか、12月に発行された

184号を例にご紹介します。

①「広報編集会議」（１回目）を開催　9/15
✐９月定例会の閉会後、すぐに編集会議を開きま

す。ここでは、今後の編集スケジュールや紙面

構成、トップ記事は何にするかを話し合います。

②一般質問の会議録（速報版）を

　議員に送付　9/26
✐一般質問をした議員は、自分の質問内容につい

ての原稿を作成します。提出締め切りは概ね10

日後としています。原稿は200文字前後で、見

出しも考えます。

　※答弁内容は事務局で作成します。

③原稿を事務局で作成
✐編集会議での方針を基に事務局で原稿を作成し

ます。できた原稿は編集会議（２回目）の約１

週間前に委員へ送付します。

④「広報編集会議」（２回目）を開催　11/8
✐原稿の内容をチェックします。（レイアウト、

見出し、文章など）

　また、一般質問の「見出し」をよりよいものに

するため、各委員が案を持ち寄り、話し合って

修正します。

「議会だより」が
できるまで

右ページへ

何をどう

わかりやすく

伝えるか
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見
通
し
の
甘
さ
を
陳
謝

町

広尾町議会だより　№185
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入所児童数増により、わずか２年で増築へ

予算審査特別委員会

一般会計ほか８会計の平成29年度補正予算案９件を、
12月６日に設置された予算審査特別委員会に付託。
同委員会で審査を行い、全補正予算を原案のとおり
可決すべきと決定しました。

委 員 長　前崎　　茂
副委員長　旗手　恵子 12/ ６，８

ひろお保育園増築設計委託料

194万円

保
育
園
新
築
か
ら
間
も

な
い
の
に
、
な
ぜ
増
築

問な
の
か
と
い
う
声
が
町
民
か

ら
も
出
て
い
る
。
平
成
25
年

の
議
員
協
議
会
で
「
統
合
保

育
所
の
定
員
は
１
１
５
人
と

す
る
。
幼
保
一
元
化
に
な
っ

て
も
最
大
１
５
０
人
ま
で
受

け
入
れ
る
施
設
の
設
計
と
し

て
い
る
た
め
、
十
分
ゆ
と
り

が
あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
数
が
増
え
て
い

る
か
ら
増
築
す
る
と
い
う
が
、

当
時
の
説
明
と
矛
盾
す
る
の

で
は
な
い
か
。

統
合
時
に
は
、
平
成
25

年
の
人
口
推
計
を
基
に

答入
所
す
る
子
ど
も
の
数
を
推

計
し
た
。
設
計
時
点
で
は
最

大
１
５
０
人
だ
っ
た
が
、
実

際
に
は
１
５
０
人
は
入
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

ひ
ろ
お
保
育
園

増
築
す
る
理
由
は

　

９
月
12
日
の
議
員
協
議
会

で
説
明
の
あ
っ
た
「
ひ
ろ
お

保
育
園
」
保
育
室
増
築
に
か

か
る
設
計
委
託
料
が
計
上
さ

れ
、
議
員
か
ら
説
明
を
求
め

る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

議
員
協
議
会
で
の
説
明

か
ら
大
き
な
変
更
が
あ

問れ
ば
、
議
会
に
説
明
・
報
告

が
な
い
と
認
識
の
相
違
が
生

じ
る
。
ど
の
段
階
で
ど
う
い

う
理
由
で
変
更
が
生
じ
た
の
か
。

　

平
成
25
年
の
議
員
協
議
会

で
も
「
心
配
な
い
か
」
と
質

疑
が
あ
っ
た
が
、「
最
大
１

５
０
人
な
の
で
大
丈
夫
」
と

説
明
さ
れ
た
。

な
ぜ
子
ど
も
の
数
の
変

化
を
予
測
で
き
な
か
っ

問た
の
か
。
変
化
の
理
由
は
想

定
外
な
も
の
で
は
な
い
。
推

計
、
想
定
が
甘
か
っ
た
の
で
は
。

当
時
の
説
明
か
ら
大
幅

な
変
更
に
な
っ
て
い
る

答わ
け
で
は
な
い
。

　

４
・
５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
室
基
準
面
積
に
よ
る
保

育
可
能
人
数
を
超
え
る
入
所

申
込
み
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

現
状
は
推
計
よ
り
39
人

多
く
、
推
計
が
甘
か
っ

答

わ
ず
か
２
年
で
増
築
と

い
う
状
況
に
な
っ
た
こ

答と
は
お
詫
び
し
た
い
。
今
後

同
様
の
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
事
務
を
進
め
て
い
く
。

今
回
の
こ
と
は
明
ら
か

に
ミ
ス
で
あ
り
、
検
証

問を
行
う
べ
き
。
ま
た
、
今
後

に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

た
と
感
じ
る
。
増
築
で
大
き

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と

に
つ
い
て
お
詫
び
し
た
い
。

　

子
育
て
施
策
の
実
施
で
入

所
率
も
増
え
て
お
り
、
希
望

す
る
全
て
の
子
ど
も
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
増
築
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

増
築
し
て
安
全
な
保
育
環
境

を
整
え
た
い
。

　

当
時
は
縦
割
り
保
育
の
活

用
で
年
齢
間
の
人
数
の
ば
ら

つ
き
を
調
整
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
現
状
は
年
齢
別
の
ク

ラ
ス
分
け
と
し
て
お
り
、
そ

れ
が
一
番
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
増
築
す

る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

一般会計 ⑤、⑥、⑦
75億8384万円 3928万円

港湾管理特別会計 ③
1億2170万円

※増減なし
財源内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ③、④
6797万円 534万円

下水道事業特別会計 ④
5億573万円 153万円

国保事業勘定特別会計 ③
12億7384万円 129万円

介護保険特別会計 ③
7億3652万円 290万円

介護サービス事業特別会計 ③
2億5277万円 424万円

国保病院事業会計 ②
　収益的収入・支出

8億6781万円
　資本的収入・支出

1億2697万円

7万円

228万円

水道事業会計 ③
　収益的支出

1億6389万円
　資本的支出

9603万円

89万円

190万円

平成29年度 補正予算の内訳

増

※会計名の後の丸印は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

増

増

増

減

増

減

減

減
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次のページも「一般質問」

『人口問題・不育症・就学援助・介護保険』

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

平
成
29
年
３
月
末

の
職
員
数
２
０
２

人
に
対
し
、
臨
時
職
員
数
は

２
０
４
人
と
ほ
ぼ
同
数
と
な

っ
て
お
り
、
年
々
増
加
し
て

い
る
。
高
齢
者
福
祉
施
設
等

で
長
く
働
い
て
い
る
臨
時
職

員
の
正
職
員
化
を
年
次
的
に

行
う
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
時
給
単
価
は
平
成

16
年
度
に
８
０
０
円
、
27
年

度
に
８
２
０
円
へ
と
引
き
上

げ
た
が
、
北
海
道
の
最
低
賃

金
は
８
１
０
円
で
そ
の
差
は

わ
ず
か
10
円
で
あ
る
。
速
や

か
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

扶
養
手
当
や
住
居
手
当
も
支

給
す
べ
き
と
思
う
が
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について
報告を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

12月定例会では
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

待
遇
改
善
は
検
討
す
る

臨
時
職
員
の
正
職
員
化
と

賃
金
引
き
上
げ
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
臨時職員の正職員化と賃金引き上げを Ｐ９

どう解決する？広尾町の人口減少問題

Ｐ10
萬亀山ちず子議員 「不育症」助成制度創設を

旗手恵子議員
就学援助の入学準備金 入学前の支給を

Ｐ11
みんなが安心できる介護保険計画策定を

小
お

田
だ

雅二議員 漁業関連のシンポジウム開催を Ｐ12

質
問

　

こ
れ
ま
で
正
職
員
の
採
用

は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

退
職
に
伴
う
必
要
最
小
限
に

抑
制
し
て
き
た
。
今
回
の
第

５
次
行
政
改
革
に
お
い
て
も
、

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構

を
基
本
に
退
職
状
況
や
全
体

の
職
員
数
を
考
慮
し
、
特
に

福
祉
部
門
は
将
来
的
な
施
設

の
管
理
方
法
も
含
め
て
検
討

す
る
計
画
で
あ
る
。
現
在
の

状
況
で
は
、
年
次
的
と
し
て

も
全
て
の
臨
時
職
員
を
正
職

員
化
す
る
と
今
後
の
財
政
の

見
通
し
が
立
て
ら
れ
な
い
。

　

賃
金
の
引
き
上
げ
、
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
改
善
を
図
っ
て
き
た

が
、
今
後
も
法
律
改
正
や
十

勝
管
内
の
情
勢
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

わずか10円　～臨時職員賃金単価と北海道最低賃金の差～

区　　分 Ｈ16 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

町臨時職員 800 800 800 800 820 820 820

北海道最低賃金 638 667 719 748 764 786 810

差　　額 162 133 81 52 56 34 10

※町臨時職員は「給食センター調理員（無資格）」の賃金単価

（円）
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「
広
尾
町
総
合
戦

略
」、「
人
口
ビ
ジ
ョ

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

ン
」
は
５
か
年
計
画
（
平
成

27
～
31
年
度
）
で
あ
り
、
今

年
度
は
３
年
目
に
当
た
る
。

　

数
値
目
標
で
は
、
５
年
間

で
新
規
就
業
者
を
１
０
０
人
、

移
住
定
住
者
を
80
人
増
や
す

と
あ
る
が
、
今
年
度
ま
で
の

実
績
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
に
合

計
特
殊
出
生
率
を
１
・
67
に

す
る
と
あ
る
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
の
５
年
間
平
均
１
・

44
と
比
較
し
て
の
見
通
し
は
。

　

人
口
の
社
会
減
を
平
成
31

年
度
ま
で
に
平
均
マ
イ
ナ
ス

77
人
を
35
人
に
す
る
と
あ
る

が
、
見
通
し
は
。

　

数
値
目
標
を
も
と
に
具
体

的
な
検
証
を
行
い
、
見
直
し

を
図
る
べ
き
で
は
。

　

起
業
家
等
支
援
に
よ
り
８

件
の
新
た
な
起
業
が
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
新
規
就
業
者

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
移
住
体
験
住
宅
の
利

用
は
増
え
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
に
移
住
し
た
実
績
は
な

い
。

　

ま
た
、
出
生
率
や
人
口
の

社
会
減
に
お
い
て
も
、
数
値

目
標
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
実

績
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
終
了
時
点
の

検
証
で
は
、
目
標
達
成
に
向

け
て
各
種
施
策
は
お
お
む
ね

有
効
で
あ
る
と
の
結
果
だ
っ

た
た
め
見
直
し
は
行
わ
な
か
っ

た
が
、
現
在
の
状
況
か
ら
今

年
度
が
終
了
し
た
時
点
で
、

し
っ
か
り
見
直
し
を
行
い
着

実
に
施
策
を
講
じ
た
い
。

どう解決する？広尾町の人口減少問題
～広尾町総合戦略、人口ビジョンの見直しは　　

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

見直しを図り、着実に施策を実行町長

質
問

妊
娠
は
す
る
が
、

流
産
・
死
産
を
繰

り
返
す
こ
と
で
結
果
的
に
赤

ち
ゃ
ん
が
授
か
れ
な
い
「
不

育
症
」
は
、
保
険
適
用
外
の

治
療
で
あ
っ
た
り
、
道
内
の

実
施
医
療
機
関
が
旭
川
医
大

や
札
幌
医
大
に
限
ら
れ
、
交

通
費
・
入
院
費
等
も
か
か
る

た
め
、
費
用
が
高
額
で
負
担

が
大
き
い
。
加
え
て
、
心
理

的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

治
療
す
れ
ば
出
産
で
き
る

方
が
85
％
に
の
ぼ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
相
談
窓
口
を

設
置
し
、
高
額
治
療
費
の
助

成
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
思

う
が
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

現
在
、
不
育
症
に
関
す
る

相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

相
談
対
応
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

本
町
で
は
特
定
不

妊
治
療
等
へ
の
助
成

を
道
の
助
成
制
度
と

合
わ
せ
て
行
っ
て
お

り
、
不
育
症
も
同
様

の
運
用
を
考
え
て
い

る
。
道
で
は
平
成
29

年
度
よ
り
不
育
症
へ

の
助
成
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
た
め
、

現
在
本
町
に
お
け
る

支
援
策
を
検
討
し
て

い
る
。

　

「
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

萬
ま

亀
き

山
や ま

ちず子 議員

北
海
道
に
合
わ
せ
た

制
度
を
検
討
す
る

「
不
育
症
」

助
成
制
度
創
設
を

町
長

減り続ける人口に歯止めはかけられるのか
　～社会減を減らす有効な施策実施を

年度
区分 Ｈ20 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28

自 然 増 減 -38 -59 -69 -47 -54

社 会 増 減 -51 -45 -122 -133 -117

人口全体の増減 -89 -104 -189 -167 -173

※自然・社会増減の合計と人口全体の増減が一致しない場合があります

対象となる

条 件

①道の不育症治療費助成が決定していること

②夫婦のいずれかが申請年の１月１日に広尾

町に住所があり、現在も住んでいること

③他の市町村で同様の助成を受けていないこと

助 成 内 容

不育症の要因を特定するための検査、治療、

交通費などの費用から、道の助成額を差し引

いた額

※１回10万円以内

検討の結果、平成29年度から助成を開始
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笹
原
教
育
長

答
弁

質
問

就
学
援
助
の

入
学
準
備
金

は
、
国
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
平
成
29
年
度

か
ら
増
額
さ
れ
た
。

　

私
は
平
成
28
年
９
月

定
例
会
で
「
増
額
さ
れ

た
入
学
準
備
金
は
、
入

学
前
の
必
要
と
す
る
時

期
に
速
や
か
に
支
給
す

べ
き
」
と
一
般
質
問
し
、

教
育
長
は
「
検
討
す
る
」

と
答
弁
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
学
校
と
の
協
議
や

就
学
援
助
の
周
知
、
申
請
方

法
な
ど
早
期
支
給
の
手
立
て

は
取
ら
れ
た
か
。

　

幕
別
町
と
芽
室
町
で
は
、

12
月
定
例
会
に
入
学
前
支
給

に
必
要
な
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
た
。
本
町
も
今
年
度
こ

そ
入
学
前
に
支
給
す
べ
き
と

思
う
が
。

就学援助の入学準備金 入学前の支給を

来年度の対象者から開始する教育長
旗
は た

手
て

恵子 議員

　

十
勝
管
内
で
は
、
年
度
内

の
早
期
支
給
に
向
け
て
５
～

６
市
町
村
が
準
備
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
判
定
方
法
等
を

参
考
に
、
本
町
に
お
い
て
も

入
学
前
の
早
期
支
給
に
向
け
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

来
年
度
入
学
・
進
学
予
定

の
児
童
・
生
徒
を
持
つ
保
護

者
に
対
し
て
は
、
早
期
に
制

度
改
正
の
通
知
、
申
請
書
を

送
付
し
、
町
広
報
な
ど
で
も

広
く
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
町
村
で
は
、

就
学
援
助
の
基
準
を
生
活
保

護
基
準
の
１
・
３
倍
と
し
て

い
る
が
、
広
尾
町
は
独
自
基

準
で
１
・
５
倍
と
し
て
い
る
。

　

わ
か
り
や
す
い
資
料
を
提

供
し
、
対
象
と
な
る
世
帯
が

１
件
も
漏
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

十勝管内では12市町村が入学前支給を実施

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
計
画
と
し
た
い

み
ん
な
が
安
心
で
き
る

介
護
保
険
計
画
策
定
を

町
長

旗
は た

手
て

恵子 議員

新たなサービス参入で選択の幅が広がる

質
問

要
支
援
１
・
２
が

市
町
村
の
総
合
事

業
に
移
行
し
、
そ
の
後
介
護

報
酬
の
削
減
が
行
わ
れ
、
介

護
事
業
者
の
経
営
困
難
が
生

じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
国
は
、
来
年
度
介

護
報
酬
・
診
療
報
酬
を
削
減

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の

う
え
介
護
保
険
の
生
活
援
助

の
利
用
制
限
、
要
介
護
１
・

２
を
保
険
給
付
か
ら
外
す
な

ど
、
さ
ら
な
る
改
悪
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

介
護
を
利
用
す
る
人
も
、

介
護
事
業
者
も
安
心
で
き
る

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
国
に
意
見

を
上
げ
、
事
業
者
に
は
財
政

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

現
在
、
次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
計
画
と
す
る

こ
と
で
、
関
係
者
や
介
護
事

業
者
と
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
介

護
報
酬
が
改
定
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
現
時
点
で

は
見
直
し
案
で
あ
り
、

今
後
詳
細
の
把
握
に
努

め
る
。

　

本
町
で
は
、
総
合
事

業
を
介
護
保
険
相
当
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
る
。

介
護
報
酬
が
削
減
さ
れ

て
も
現
行
を
維
持
す
る

た
め
に
は
事
業
者
へ
の

財
政
支
援
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
で
さ
ま
ざ
ま
な
住
民

負
担
を
求
め
て
い
る
現
状
か

ら
も
難
し
い
。

　

介
護
保
険
制
度
は
国
の
責

任
で
運
用
す
べ
き
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
国
に
要
望

し
て
い
く
。
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♪ 広尾サンタランド・ジャズスクールが５曲を演奏 ♪

たくさんのご来場ありがとうございました

今後も議会が身近になるような取り組みを進めていきます

小
お

田
だ

雅二 議員

今
年
の
十
勝
管
内

３
漁
協
の
秋
サ
ケ

水
揚
げ
量
は
、
不
漁
だ
っ
た

前
年
の
３
割
程
度
で
過
去
最

低
を
更
新
し
た
。
稚
魚
が
海

へ
出
る
頃
の
海
水
温
の
低
さ

が
原
因
で
は
な
い
か
と
さ
れ

て
い
る
。

　

北
海
道
全
体
の
水
揚
げ
量

を
10
年
前
と
比
べ
る
と
、
シ

ロ
ザ
ケ
が
１
／
２
、
ホ
ッ
ケ

が
１
／
７
、
イ
カ
や
サ
ン
マ

が
２
／
５
と
極
端
に
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
暖
流
系
の

ブ
リ
や
イ
ワ
シ
、
メ
カ
ジ
キ

等
が
出
て
き
て
い
る
。

　

漁
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
。
町
の
存
続
を
か
け

て
緊
急
に
や
る
べ
き
一
つ
の

対
策
と
し
て
学
者
、
専
門
家
、

漁
業
関
係
者
等
が
環
境
の
変

化
な
ど
幅
広
く
意
見
や
経
験

談
を
共
有
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
べ
き
で
は
。

漁
業
振
興
全
体
と
し
て

対
策
を
考
え
た
い

漁
業
関
連
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

今
年
の
広
尾
漁
協
の

秋
サ
ケ
漁
は
、
前
年
比

44
・
１
％
減
の
水
揚
げ

量
で
あ
っ
た
。
十
勝
・

釧
路
管
内
で
は
、
海
だ

け
で
な
く
河
川
で
の
採

卵
用
の
サ
ケ
捕
獲
で
も

過
去
に
例
を
見
な
い
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
問
題
を
含
め
、

地
球
環
境
の
変
化
に
つ

い
て
は
、
国
、
道
、
関

係
機
関
を
あ
げ
て
調
査

研
究
に
乗
り
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

町
と
し
て
は
歩
調
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、

漁
業
振
興
全
体
と
し
て

対
策
を
考
え
て
い
き
た

い
。

魚　　種 Ｈ20 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28

いか 2,192.7 1,463.5 2,431.2 2,417.0 736.1

さけ・ます 3,013.2 2,467.0 1,518.1 2,149.9 700.0

ししゃも 314.6 324.2 265.0 115.7 128.5

すけとうたら 3,463.2 2,662.5 3,009.4 4,096.8 3,832.3

広尾町の主な魚種別水揚げ量の推移　　　　　　　　　単位：トン

広尾漁協業務報告書より

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
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住
民
主
体
の
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

総合ケアセンターの機能

　高齢者・障がい者・社会福祉、介護保険、

地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、

社会福祉協議会（あんしんサポートセンター、

ヘルパーステーション）、ケア事業団による

訪問看護ステーション 

総務常任委員会が行く総務常任委員会が行く

次のページも「常任委員会」

広尾町議会だより　2018年３月１日
13

教えて！みんなの町のいいところ in 本別町

　

平
成
５
年
、
在
宅
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
開
始
し
、

「
地
域
で
の
支
え
あ
い
・
助

け
合
い
活
動
」
を
展
開
。
現

在
で
は
人
口
の
約
８
割
を
網

羅
す
る
福
祉
施
策
の
根
幹
と

本
別
町
福
祉
施
策
の
歩
み

調
査
日　

平
成
29
年
11
月
15
日

出
席
委
員　

旗
手
・
こ
だ
・

萬
亀
山
・
山
谷
・
お
だ
・
浜

頭
（
全
委
員
）

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
12
年
に
は
、
国

保
病
院
、
民
間
老
人
保

健
施
設
、
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
集
約
し

た
健
康
・
福
祉
・
医
療

ゾ
ー
ン
「
太
陽
の
丘
」

を
オ
ー
プ
ン
。
現
在
は

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が

核
と
な
り
、
役
場
の
各

部
署
と
も
連
携
し
な
が

ら
相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス

提
供
ま
で
一
体
的
に
対

応
し
て
い
る
。

　

平
成
13
年
に
町
民
主

導
で
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
平

成
18
年
に
「
福
祉
で
ま
ち
づ

く
り
宣
言
」
を
し
た
。
こ
れ

は
行
政
主
体
で
は
な
く
、
町

民
が
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、

「
福
祉
の
ま
ち
」
か
ら
「
福

祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障

が
い
者
・
生
活
困
窮
者
も
含

め
、
住
み
慣
れ
た
本
別
町
で

い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ

う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

①
町
内
民
間
介
護
事
業
所
へ

新
た
に
就
職
す
る
方
に
介

護
従
事
者
就
業
支
援
等
補

助
金
（
就
職
支
度
金
な
ど
）

の
交
付

②
介
護
職
従
事
者
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
か
か
る
資
格

取
得
費
用
の
一
部
に
対
し

介
護
職
員
等
資
格
取
得
・

研
修
支
援
事
業
助
成
金
の

交
付

③
道
内
介
護
福
祉
養
成
校
に

通
う
学
生
を
対
象
に
町
の

魅
力
や
介
護
事
業
所
を
知
っ

て
も
ら
う
２
泊
３
日
の
ほ

ん
べ
つ
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

④
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

開
催

⑤
将
来
介
護
福
祉
士
と
し
て

町
内
の
介
護
事
業
所
な
ど

に
勤
務
を
志
望
す
る
方
に

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
の

貸
し
付
け

な
ど
を
実
施
し
、
介
護
現
場

に
お
け
る
人
材
確
保
・
育
成
・

定
着
を
推
進
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
モ
デ
ル
事
業
で

空
家
等
実
態
調
査
を
行
い
、

活
用
で
き
る
空
き
家
へ
の
住

み
替
え
を
支
援
す
る
な
ど
、

空
き
家
対
策
と
住
み
替
え
支

援
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
等
の
入
居
者
・
貸

主
の
不
安
を
解
消
し
、
住
み

替
え
支
援
と
空
き
家
の
活
用

促
進
を
図
る
取
り
組
み
と
し

て
、
見
守
り
か
ら
家
財
整
理

な
ど
を
行
う
「
あ
ん
し
ん
す

ま
い
保
証
サ
ー
ビ
ス
」、
遺

体
の
引
き
取
り
や
葬
儀
な
ど

を
行
う
「
死
後
事
務
委
任
契

約
事
業
」を
実
施
し
、空
き
家

の
利
活
用
に
よ
る
福
祉
で
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

旗
手
委
員
長

　

福
祉
の
意
識
づ
く
り
や
施

策
の
成
果
が
出
る
に
は
時
間

が
か
か
る
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、「
ひ

と
り
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
」

と
し
て
住
民
と
と
も
に
進
め

て
き
た
施
策
か
ら
、
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
強

い
信
念
を
感
じ
た
。

お
だ
委
員

　

福
祉
施
策
が
充
実
し
て
い

る
町
に
人
は
集
ま
る
。
人
口

減
少
が
進
む
本
町
に
お
い
て
、

本
別
町
で
取
り
組
む
住
民
主

体
の
福
祉
施
策
は
、
先
進
的

で
新
鮮
に
感
じ
、
と
て
も
参

考
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
一
般
質
問
な
ど
で

本
町
に
お
い
て
同
様
の
事
業

を
取
り
入
れ
て
い
く
可
能
性

に
つ
い
て
質
し
て
い
き
た
い
。

介
護
人
材
確
保
へ
の
取
り
組
み

空
き
家
対
策
と
住
み
替
え
支
援

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と
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平
成
26
年
４
月
、
町
独
自

に
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減

策
を
実
施
。
同
時
入
所
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
一
世
帯
に
お

い
て
18
歳
未
満
の
児
童
を
二

人
以
上
養
育
し
て
い
る
場
合
、

第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降

を
無
料
と
し
た
。

　

無
料
化
で
は
な
く
無
償
化

と
し
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
保
育
料
等
の
規
程
は
そ

の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
理
由

と
し
て
は
、
保
護
者
に
通
知

す
る
こ
と
で
本
来
支
払
う
べ

調
査
日　

平
成
29
年
11
月
15
日

出
席
委
員　

旗
手
・
こ
だ
・

萬
亀
山
・
山
谷
・
お
だ
・
浜

頭
（
全
委
員
）

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

施
行
に
合
わ
せ
、
平
成
19
年

か
ら
統
合
保
育
事
業
を
行
っ

て
い
た
足
寄
保
育
園
ど
ん
ぐ

り
を
「
保
育
所
型
認
定
こ
ど

も
園
」
に
移
管
し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
に
開
設
し
た
。

　

定
員
１
８
０
人
（
認
可
定

員
１
６
５
人
）
で
、
現
在
は

１
５
４
人
が
利
用
し
て
い
る
。

生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前
の

児
童
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

０
歳
児
に
つ
い
て
は
原
則
「
家

庭
的
保
育
事
業
」
を
活
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
制
度
に
よ
る
地

域
型
保
育
事
業
で
あ
り
、
町

が
実
施
主
体
と
な
り
家
庭
的

保
育
者
と
委
任
契
約
を
結
び
、

居
宅
に
お
い
て
保
育
す
る
小

規
模
保
育
で
あ
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
管
す

る
際
、
認
定
区
分
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
じ
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
と
し
た
。
移
管
前
に
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
た
１
号
認
定

児
が
４
時
間
以
上
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
も
預
か
り
保

育
料
を
算
定
せ
ず
、
移
管
前

に
保
育
所
に
通
っ
て
い
た
２

号
認
定
児
の
保
育
料
と
同
額

の
設
定
（
国
の
基
準
以
下
）

と
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
所
管
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
、
子
育
て
支
援
事
業
も
行
っ

て
い
る
。
主
な
事
業
は
左
の

表
の
と
お
り
。

き
保
育
料
の
額
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
、
補
助
金
と
し

て
歳
入
で
受
け
る
こ
と
で
無

償
化
事
業
に
要
し
た
費
用
を

把
握
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
保
育
料
無
償

化
事
業
の
実
績
額
は
、
約
２

８
５
４
万
円
で
、
平
成
29
年

度
に
お
い
て
は
、
10
月
末
現

在
で
約
２
０
５
３
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
を
上
回
る

約
３
５
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

萬
亀
山
委
員

　

教
育
と
保
育
を
一
体
的
に

行
う
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

少
子
化
の
影
響
か
ら
兄
姉
弟

妹
が
お
ら
ず
、
普
段
は
他
年

齢
の
子
と
接
す
る
こ
と
の
な

い
子
が
年
下
へ
の
思
い
や
り

や
年
上
を
敬
う
こ
と
な
ど
を

身
に
付
け
る
場
所
と
し
て
も

期
待
で
き
る
。

　

社
内
保
育
所
や
男
性
の
育

児
休
暇
取
得
な
ど
、
子
育
て

中
の
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
は
、
人
材
不
足
解
消

に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

山
谷
委
員

　

認
定
こ
ど
も
園
移
行
後
の

効
果
や
職
員
の
資
格
要
件
等

の
運
営
上
の
注
意
点
な
ど
、

大
変
参
考
と
な
っ
た
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
本
町
も

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る

た
め
、
今
回
の
視
察
で
得
た

調
査
結
果
を
も
と
に
、
今
後

の
町
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

先
進
事
例
を
参
考
に
柔
軟
な

提
言
を
考
え
た
い
。

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

認
定
こ
ど
も
園

ど
ん
ぐ
り
の
運
営

保
育
料
無
償
化

町のいいところ

員会が行く員会が行く
子どもを育てる環境づくり

つどいの広場

（親子交流広場）

入園前の乳幼児と保護者が相互の交流を

行う場所を開設し、子育てについての相

談、情報提供、助言などの援助を行う事業。

保育士の手遊びや紙芝居、「子育て講座」

を実施している。

一時保育事業

家庭において一時的に保育を受けること

が困難となった乳幼児を認定こども園な

どで一時的（主に昼間）に預かる事業。

病児・病後児

保育事業

（体調不良時対

応型保育事業）

児童が保育中に微熱を出すなど体調不良

となった場合、緊急的な対応などを図る

事業。看護師を一名配置している。

認定こども園で行う「子育て支援事業」

in 足寄町
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教えて！みんなの
　

戦
後
の
混
乱
が
続
く
昭
和

28
年
に
聴
覚
障
が
い
者
の
職

業
能
力
の
向
上
と
自
立
支
援

の
た
め
創
設
さ
れ
た
身
体
障

害
の
分
野
で
は
北
海
道
で
２

番
目
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

で
あ
る
。
現
在
は
社
会
福
祉

施
設
９
施
設
、
そ
の
他
の
事

業
所
12
事
業
所
を
運
営
し
て

い
る
。
主
に
聴
覚
障
が
い
者

を
対
象
と
し
て
い
る
わ
か
ふ

じ
寮
、
第
２
わ
か
ふ
じ
寮
、

屈
足
わ
か
ふ
じ
園
、
わ
か
ふ

じ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
に
は
全
国
か
ら
利
用
者

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、

施
設
等
利
用
者
７
２
３
人
、

職
員
２
４
６
人
で
職
員
の
家

族
を
含
め
る
と
１
２
９
４
人

が
法
人
関
係
者
で
あ
り
、
新

得
町
の
人
口
の
２
割
を
超
え
、

福
祉
が
町
の
基
幹
産
業
の
一

つ
と
言
え
る
。

　

就
労
支
援
と
し
て
手
作
り

の
木
工
家
具
や
お
も
ち
ゃ
、

社
会
福
祉
法
人
厚
生
協
会

調
査
日　

平
成
29
年
11
月
17
日

出
席
委
員　

旗
手
・
こ
だ
・

萬
亀
山
・
山
谷
・
お
だ
・
浜

頭
（
全
委
員
）

ペ
ッ
ト
の
お
や
つ
の
製
造
な

ど
を
行
っ
て
い
る
わ
か
ふ
じ

寮
等
の
利
用
者
は
、
工
賃
と

障
害
基
礎
年
金
で
地
域
生
活

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

就
労
の
場
の
確
保
、
職
員
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
材
確
保
に
は
苦
慮
し
て

お
り
、
施
設
職
員
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
虐
待
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
福
祉
事
業
は

利
益
が
出
な
い
。
一
つ
の
施

設
が
赤
字
で
も
他
の
施
設
で

黒
字
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え

て
運
営
し
て
い
る
。

こ
だ
副
委
員
長

　

大
き
な
法
人
で
あ
っ
て
も

職
員
の
確
保
が
一
番
大
変
だ

と
い
う
こ
と
で
、
本
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
大
変
参

考
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

福
祉
に
携
わ
る
人
の
実
態

に
接
し
、
本
町
で
の
取
り
組

み
を
よ
り
充
実
さ
せ
な
い
と

い
け
な
い
と
改
め
て
実
感
し

た
。

浜
頭
委
員

　

本
町
に
あ
る
養
護
・
介
護
・

福
祉
と
い
っ
た
す
べ
て
を
一

つ
の
法
人
と
し
て
網
羅
し
て

お
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
理

念
を
も
と
に
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
作

業
風
景
も
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
、
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
本
町
な
ら
で
は

の
難
し
い
問
題
が
多
々
あ
る

が
、
地
道
に
活
動
し
て
い
き

た
い
。

施　設　区　分 施　設　名 定　　員

障害者支援施設

わかふじ寮

就労移行支援 6名

就労継続支援Ｂ型 34名

施設入所支援 24名

第２わかふじ寮
生活介護 40名

施設入所支援 40名

屈足わかふじ園
生活介護 55名

施設入所支援 52名

指定障害福祉サービス事業所 わかふじワークセンター 就労継続支援Ｂ型 40名

聴覚障害者養護老人ホーム やすらぎ荘 50名

特別養護老人ホーム 新得やすらぎ荘 50名

地域密着型特別養護老人ホーム 新得やすらぎ荘 20名

社会福祉法による授産施設 厚生協会新得白生舎 20名

養護老人ホーム ひまわり荘 50名

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

福祉は町の基幹産業になる

創設当時から続く　　　　　
　木工を中心とした授産事業

厚生協会の社会福祉施設

in 新得町
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果
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
固
形
排
泄
物
の
完

熟
堆
肥
は
、
発
酵
有
機
肥
料

と
な
っ
た
最
終
段
階
で
の
臭

気
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

近
隣
に
は
民
家
も
点
在
し

て
い
る
が
、
畜
舎
と
同
様
に

糞
尿
の
処
理
は
す
べ
て
屋
内

で
行
わ
れ
て
お
り
、
臭
気
、

騒
音
が
極
力
外
部
に
漏
れ
な

い
よ
う
配
慮
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
苦
情
は
１
件
も
な
い
。

調
査
日　

平
成
29
年
10
月
24
日

出
席
委
員　

北
藤
・
志
村
・

浜
野
・
前
崎

欠
席
委
員　

星
加
・
渡
辺

　

北
海
道
中
央
牧
場
は
、
道

内
に
千
歳
農
場
（
安
平
町
）

を
は
じ
め
、
羽
幌
町
、
赤
井

川
村
の
３
か
所
に
繁
殖
農
場
、

旭
川
市
や
豊
頃
町
な
ど
８
か

所
に
肥
育
管
理
農
場
を
運
営

し
て
い
る
。

　

千
歳
農
場
で
は
、
常
時
２

４
０
０
頭
の
母
豚
を
飼
育
し
、

年
間
約
６
万
頭
の
仔
豚
を
生

産
、
生
後
70
日
程
度
飼
養
後
、

道
内
の
系
列
肥
育
管
理
農
場

へ
出
荷
し
て
い
る
。

　

畜
舎
は
断
熱
材
を
用
い
て

防
疫
、
防
音
、
防
臭
な
ど
に

配
慮
し
た
窓
の
な
い
ウ
ィ
ン

ド
レ
ス
構
造
で
、
特
に
防
疫

の
た
め
、
飼
育
員
以
外
の
立

ち
入
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

【
環
境
基
準
の
順
守
】

　

豚
の
糞
尿
は
、
牛
と
違
い

牧
草
地
な
ど
へ
の
散
布
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
大

量
に
発
生
す
る
排
泄
物
を
す

べ
て
基
準
値
以
下
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

畜
舎
は
糞
尿
分
離
方
式
で
、

尿
は
活
性
汚
泥
処
理
し
、
基

準
値
の
３
分
の
１
ま
で
数
値

を
下
げ
、
河
川
放
流
し
て
い

る
。

　

固
形
排
泄
物
は
、
水
で
希

釈
せ
ず
、
微
生
物
に
よ
り
完

熟
堆
肥
化
す
る
施
設
の
中
で
、

約
１
か
月
か
け
て
発
酵
有
機

肥
料
「
ゆ
め
の
大
地
（
商
品

名
）」
を
製
造
、
関
連
会
社

で
販
売
す
る
ほ
か
、
自
社
関

連
野
菜
農
場
の
肥
料
と
し
て

使
用
、
環
境
保
全
型
農
業
を

実
現
、
実
証
し
て
い
る
。

　

系
列
の
繁
殖
農
場
、
肥
育

管
理
農
場
で
も
同
じ
基
準
の

環
境
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
建
設
す
る
農
場
も
す
べ

て
同
様
の
対
策
を
講
じ
た
施

設
を
予
定
し
て
い
る
。

【
生
活
環
境
へ
の
配
慮
】

　

尿
の
終
末
放
流
水
は
、
無

色
透
明
の
状
態
で
河
川
放
流

し
て
お
り
、
定
期
的
な
公
的

機
関
の
立
ち
入
り
検
査
で
も

流
域
で
の
不
純
物
沈
殿
、
付

着
物
な
ど
は
全
く
な
く
、
淡

水
魚
が
生
息
す
る
良
好
な
状

態
に
保
た
れ
て
い
る
と
の
結

【
今
後
の
農
場
計
画
】

　

現
在
、
広
尾
町
も
含
め
全

道
各
地
で
遊
休
地
等
を
調
査

し
、
環
境
や
設
置
基
準
を
満

た
す
農
場
建
設
の
計
画
を
進

め
て
い
る
。
会
社
の
方
針
で
、

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
も
地
域

の
了
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば

進
出
し
な
い
と
し
て
い
る
。

北
藤
委
員
長

　

本
町
の
畜
産
業
に
お
い
て

も
適
切
に
糞
尿
処
理
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
排
泄
物
を
活
用
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
農
協
な
ど
関
係

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
町

お
こ
し
と
し
て
追
求
し
て
い

き
た
い
。

浜
野
委
員

　

近
年
、
経
営
統
合
な
ど
基

盤
強
化
の
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
う
農
場
の

規
模
拡
大
は
、
糞
尿
・
臭
気
・

土
壌
汚
染
に
よ
る
水
質
悪
化

が
懸
念
さ
れ
、
今
後
生
活
環

境
に
配
慮
し
た
規
制
が
予
想

さ
れ
る
。

　

先
進
的
な
糞
尿
の
処
理
方

法
な
ど
大
変
参
考
と
な
り
、

今
後
、
農
業
者
や
農
協
な
ど

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

本
町
の
農
業
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

（
株
）
北
海
道
中
央
牧
場

千
歳
農
場

町のいいところ

員会が行く員会が行く
環境に配慮した大規模農場

in 安平町

過去の視察先（例）

①剣淵町（平成21年）

 【先進地における図書館の運営状況について】

　全国で唯一と評される個性的な図書館づくりを

目指した「絵本の館」を視察。絵本によるユニー

クなまちづくりを調査した。

②黒松内町（平成26年）

 【先進地における地場産品を活用した加工施設の

　実態について】

　特産物手づくりセンター「トワ・ヴェール」を

視察。農産物を加工することで付加価値を高める

ことなどを目的とした事業を調査した。
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産業常任委産業常任委
教えて！みんなの

　

北
海
道
沿
岸
漁
業
の
振
興

発
展
を
図
る
た
め
、
栽
培
漁

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
水

産
資
源
の
維
持
培
養
や
生
息

環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
、

水
産
物
の
安
定
供
給
と
漁
村

の
発
展
を
目
指
し
、
昭
和
54

年
に
設
立
さ
れ
た
。

【
沿
岸
市
町
村
に
お
け
る
栽

培
漁
業
の
取
り
組
み
】

　

北
海
道
を
５
つ
の
海
域
に

分
け
、
漁
業
協
同
組
合
、
市

町
村
、
道
が
一
体
と
な
っ
て
、

海
域
の
特
性
に
応
じ
た
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

公
社
の
５
事
業
所
と
道
立

水
産
試
験
場
が
、
各
海
域
で

水
揚
げ
さ
れ
る
資
源
の
維
持
、

増
大
を
目
的
に
種
苗
生
産
を

行
い
、
各
地
区
に
供
給
し
て

い
る
。

　

各
海
域
で
は
、
魚
類
に
比

べ
資
源
調
査
な
ど
の
管
理
が

容
易
で
あ
る
こ
と
や
水
揚
げ

公
益
社
団
法
人　
　
　
　
　

北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社

調
査
日　

平
成
29
年
10
月
24
日

出
席
委
員　

北
藤
・
志
村
・

浜
野
・
前
崎

欠
席
委
員　

星
加
・
渡
辺

が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
、
ウ

ニ
、
シ
ジ
ミ
、
エ
ゾ
ボ
ラ
な

ど
の
根
付
資
源
を
主
体
に
行
っ

て
い
る
。

【
十
勝
沿
岸
の
栽
培
漁
業
】

　

現
在
、
各
海
域
で
は
、
ヒ

ラ
メ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
マ
ツ
カ

ワ
な
ど
の
稚
魚
放
流
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

魚
類
は
、
移
動
や
回
遊
性
が

あ
り
資
源
管
理
が
難
し
い
こ

と
や
他
の
漁
業
で
の
混
獲
も

多
く
安
定
し
た
結
果
が
得
ら

れ
な
い
な
ど
の
難
点
が
あ
る
。

　

十
勝
沿
岸
は
、
エ
ゾ
ボ
ラ

類
の
生
息
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
根
付
資
源
の
増
大
事
業

が
有
効
か
と
思
わ
れ
る
。

【
マ
ツ
カ
ワ
種
苗
の
供
給
見

込
み
】

　

平
成
29
年
度
の
マ
ツ
カ
ワ

種
苗
生
産
で
は
、
計
画
ど
お

り
当
初
４
５
０
万
尾
の
ふ
化

仔
魚
を
得
た
が
、
４
月
中
旬

頃
か
ら
餌
を
採
ら
な
い
個
体

が
増
え
大
量
死
し
た
。
そ
の

後
、
44
万
８
０
０
０
尾
の
追

加
生
産
を
行
っ
た
も
の
の
、

同
一
の
病
状
が
発
生
し
、
結

果
的
に
生
存
仔
魚
は
７
万
尾

と
な
っ
た
。

　

明
確
な
原
因
究
明
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
施
設
の
経
年

劣
化
に
起
因
す
る
飼
育
水
へ

の
影
響
や
初
期
餌
料
、
親
魚

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

卵
へ
の
影
響
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
水
質
調
査
、
給
水
配
管

の
再
点
検
や
ろ
過
材
の
入
れ

替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
天

然
漁
獲
の
親
魚
主
体
で
採
苗

を
行
う
な
ど
、
来
年
度
以
降

の
種
苗
生
産
と
供
給
に
努
め

る
。

志
村
副
委
員
長

　

他
市
町
村
で
の
「
育
て
る

漁
業
」
の
取
り
組
み
や
マ
ツ

カ
ワ
稚
魚
が
今
年
大
量
死
し

た
原
因
な
ど
を
調
査
す
る
目

的
で
視
察
し
た
。

　

漁
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
が
、
漁
業
資
源
は
減

少
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
今

後
は
今
回
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
生
産
者
や
関
係
団
体

と
懇
談
な
ど
を
通
し
て
、
実

効
性
の
あ
る
産
業
振
興
策
を

提
案
し
て
い
き
た
い
。

前
崎
委
員

　

沿
岸
漁
業
振
興
対
策
の
進

捗
状
況
を
調
査
し
た
が
、
シ

シ
ャ
モ
の
種
苗
生
産
が
釧
路
、

日
高
に
比
べ
、
十
勝
は
遅
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。

　

行
政
は
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
、

今
後
総
合
的
な
検
証
を
行
い
、

議
会
審
議
な
ど
で
発
信
し
て

い
き
た
い
。

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

広尾町でもマツカワ稚魚放流事業を実施

獲る漁業から育てる漁業へ

in 札幌市

議会の
しくみも
勉強中

教えて！さーたちゃん議会のこと
　各委員会で所管する事務事業について、今後の

議会活動の参考とするため、先進自治体等の事業

について調査・研究する目的で行うものです。

　広尾町では、各常任委員会で年１回、委員で話

し合い、調査したい項目を決めて行っています。

議会運営委員会でも必要に応じ、実施しています。

委員会の

行政視察ってなに？

Ｑ

Ａ
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第
１
回 

臨
時
会

１
23

病
院
を
ど
う
残
し
て
い
く
か

経営形態見直しを検討
国保
病院

議会は調査特別委員会を設置
　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会

が
１
月
23
日
に
開
か
れ
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
の
議
案

11
件
を
審
議
。
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

同
日
開
か
れ
た
議
員
協
議

会
で
町
か
ら
国
保
病
院
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、「
患

者
数
の
減
少
で
収
入
も
減
少

し
て
お
り
赤
字
も
増
え
て
い

る
が
、
町
か
ら
病
院
事
業
へ

の
繰
出
金
は
こ
れ
以
上
増
や

せ
な
い
。
病
院
の
安
定
的
経

営
が
継
続
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
国
が
公
表
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
『
経
営

形
態
の
見
直
し
』
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

専
門
知
識
を
持
っ
た
外
部
委

員
を
委
嘱
し
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
議
会
と

し
て
も
病
院
を
ど
う
守
っ
て

い
く
の
か
、
町
民
に
対
し
て

説
明
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
国
保
病
院
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」（
浜
頭
勝
委
員
長
）
を

設
置
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
議
論
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
給
料
月
額
を
平
均
０
・

15
％
引
き
上
げ
、
特
別
職
・

職
員
の
期
末
勤
勉
手
当
を
０
・

１
か
月
分
引
き
上
げ
て
、
年

間
４
・
４
か
月
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
の
期
末
手
当
支
給
率

は
今
回
引
き
上
げ
を
せ
ず
、

据
え
置
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
32
年
４
月
29
日

ま
で
の
間
に
支
給
す
る
特
別

職
の
給
料
月
額
を
別
表
の
と

お
り
減
額
。
期
末
手
当
の
支

給
率
も
同
期
間
に
つ
い
て
は

今
改
正
前
の
支
給
率
（
年
間

４
・
３
か
月
）
と
し
ま
す
。

人
勧
に
伴
う
増
額
改
定

職員
給与

議
員
期
末
手
当
は
据
え
置
き

経営難が深刻化

※人事院勧告
　国家公務員は労使交渉で賃金や待遇を決める協約締結権が認められてい
ないため、第三者機関である人事院が民間給与と比べて給与水準がどう
なっているか調査して、同水準となるよう勧告を行います。

　広尾町は国の取り扱いを参考に給与改定方針を決定しています。

※

特別職の給料月額を改定

改正前 改正後 削減額

町　長 74万円 66万7000円 7万3000円

副町長 61万3000円 58万3000円 3万円

教育長 55万8000円 54万1000円 1万7000円

患者数、事業収入は減少の一途

一般会計 ⑧
75億8676万円 292万円

港湾管理特別会計 ④
1億2170万円

※増減なし
財源内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ⑤
6842万円 44万円

下水道事業特別会計 ⑤
5億582万円 8万円

国保事業勘定特別会計 ④
12億7402万円 17万円

介護保険特別会計 ④
7億3713万円 61万円

介護サービス事業特別会計 ④
2億5359万円 81万円

国保病院事業会計 ③
　収益的収入・支出

8億7129万円 348万円

水道事業会計 ④
　収益的収入

1億4718万円
　収益的支出

1億6460万円

7万円

71万円

平成29年度 補正予算の内訳

増

増

※会計名の後の丸印は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

増

増

増

増

増

増
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次のページも「議員の自己評価」

浜
はま

野
の

　隆
たかし

64歳　当選１回

・産業常任委員
・議会運営委員

わたしの
得意分野は

発　言 一般質問の実績なし。他の議員に先に発
言されてしまい、質疑も少なかった。

研修・視察 行政視察は目的を持って視察できた。（大
規模農場の衛生管理）

議会改革 報告会、懇談会では、町民と積極的に意
見を交換した。

ひとこと！ 議会や委員会でもっと発言するよう努め
たい。

議員活動の

自
己
評
価

①
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）や研修の出席

②
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）での発言

③ 議会、委員会で実施した研修や視察

④
議会報告会、議会懇談会、議会モニ
ター会議など、議会改革の取り組み

⑤ 個々の議員活動全般

５つの項目を

４段階で評価しました

出席

・会議や研修の出席状況はどうだったか。
・正当な理由がない欠席はなかったか。

発言

・一般質問、審議・審査の質疑、討論などで自分の考え、意
見を発言したか。
・発言の論点ははっきりしていたか。また、簡潔明瞭な発言
だったか。

研修・視察

・明確な目的をもって参加したか。
・研修等で得たことを、その後の活動に活かせたか。

議員活動

・町民に選ばれた者としてふさわしい活動、行動ができたか。
・町民の意見を広く把握し、町政の課題へ的確に反映させたか。
・報告事項や提出書類を期限内に報告・提出できたか。

議会改革

・事業実施にあたって、真摯に全力で取り組んだか。
・事業を実施して得たことを、その後の活動で活かせたか。

評価は４段階

１－できなかった
２－あまりできなかった
３－概ねできた
４－よくできた

※年齢、所属委員会は２月末日現在 ≪各項目の評価基準は以下のとおりです≫

　広尾町議会基本条例では、「議会は

町民に対し、議員の活動を的確に評価

ができる情報を提供する。」と定めて

います。

　議員個人が１年間どう考え、どう活

動したかについて自己評価を行い、そ

の結果を広く町民に知らせることは、

町民が議会、議員に対し、的確な評価

を下す大きな材料となり、議会の透明

化を目指す上での一つの手段になると

考えます。

　そのことから、「議員個人の活動に

かかる自己評価」を平成29年の活動分

から実施しましたので、結果をお知ら

せします。
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福祉

萬
ま

亀
き

山
やま

ちず子
こ

68歳　当選１回

・総務常任委員
・議会広報特別副委員長

わたしの
得意分野は

出　席 欠席はない。

研修・視察 レポート作成に知恵をしぼり、提出した。

議会改革 できないことが多かったが、真剣に取り
組んだ。

ひとこと！ 諸先輩に意見をもらい、勉強して頑張り
ます。

教育

行政

保険医療

前
まえ

崎
ざき

　茂
しげる

68歳　当選３回

・産業常任委員
・議会運営委員
・南十勝複合事務組合議会議員

わたしの
得意分野は

出　席 本会議、委員会等は全て、研修会は概ね
出席できた。

発　言 全ての定例会で一般質問を行い、傍聴者
が理解できるよう腐心した。

議員活動 一般質問等を通じ、町民の意見・要望を
幅広く反映できた。

ひとこと！ 会期が短く、議案への対応に大変苦労したが、
今後も議員の責務を果たしていきたい。

農業

北
きた

藤
ふじ

　利
とし

通
みち

6５歳　当選２回

・産業常任委員長
・議会広報特別委員
・南十勝複合事務組合議会議員

わたしの
得意分野は

出　席 正当な理由がない欠席はない。

研修・視察 研修・視察で得たことを地域に活かせた。

議員活動 町民に選ばれた者としてふさわしい活動
を行った。

ひとこと！ 町民に選ばれた者としてふさわしい活動
を行う。

水産

商工業

一般行政

志
し

村
むら

　國
くに

昭
あき

67歳　当選２回

・産業常任副委員長
・議会運営副委員長
・議会選出監査委員

わたしの
得意分野は

発　言 毎回事前に質問等の内容を精査して要点
をまとめ、簡潔な発言に努めた。

議会改革 努めて取り組んだが、一人の議員として
限界を感じたのも事実。

議員活動 活動の中で重要と判断した案件は、一般
質問等で考えを質した。

ひとこと！ 町民の代弁者としての認識を保ち、皆さんの声を
町政に届けるため、さらに活発な活動に精進したい。
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次のページは

「議員の自己評価・議員研修・モニター会議」

福祉

行政

山
やま

谷
や

　照
てる

夫
お

72歳　当選３回

・総務常任委員
・議会広報特別委員長

わたしの
得意分野は

発　言 自分の考え等を簡潔明瞭に心がけて伝えた。

研修・視察 ある程度、明確な目的を持って参加した
が、まだ活かしきれていない。

議会改革 誠意を持って取り組んだ。住民への対応
はできた。

ひとこと！ 議会改革に向けて、できることから活動、
行動していきたい。

教育

福祉

渡
わた

辺
なべ

富
ふ

久
く

馬
ま

76歳　当選３回

・産業常任委員
・議会運営委員

わたしの
得意分野は

研修・視察 研修後の活動については、活かすに至ら
なかった。

議会改革 実施してみて、各種問題点が出てきた。
解決に向けて活かすべきと思う。

議員活動 ふさわしかったかは町民が判断するもの。町民
の意見は現場でしっかり把握したつもりである。

ひとこと！ 議会改革を試行錯誤しながら、次年度に向けて
問題点が明確になったものから取り組んでいく。

行政

星
ほし

加
か

　廣
ひろ

保
やす

80歳　当選４回

・産業常任委員
・議会運営委員

わたしの
得意分野は

出　席 欠席はあったが、概ね出席できた。

議会改革 議会基本条例を制定した以上、取り組ま
なければならない。

議会活動 これからも日々議員活動に努力する。

ひとこと！ 議会が決定したことは協力したい。

農業

行政

小
こ

田
だ

　英
ひで

勝
かつ

72歳　当選５回

・総務常任副委員長
・議会広報特別委員

わたしの
得意分野は

発　言 十分に発言したとは思えないが、まずま
ずだと思う。

議会改革 全力かというと疑問符が付くが、議会報
告会などは参考になった。

議員活動 まずまずできた。100％とは思わない。

ひとこと！ 町の財政難を踏まえ、いかに各部門のコ
ストダウンを考えるべきか。
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商業

教育

小
お

田
だ

　雅
まさ

二
じ

67歳　当選６回

・総務常任委員
・議会運営委員長

わたしの
得意分野は

出　席 特段の急務以外は概ね出席している。

議会改革 改革のルール的な整備にプラスして、質
問者としての意識改革に努力が必要。

議員活動 もっと他業種、他分野の人々からの意見
や考えを求めるよう努力すべきだった。

ひとこと！ 質疑の結果や効果がどのような形で表れ
ているのか検証していきたい。

水産

教育

行政

浜
はまがしら

頭　勝
まさる

5９歳　当選３回

・副議長
・総務常任委員
・議会広報特別委員
・とかち広域消防事務組合議会
　議員

わたしの
得意分野は

発　言 いろいろな会議等での発言など、概ねで
きた。

研修・視察 即結果とはならないが、今後の活動に活
かせるものであった。

議員活動 日頃から多くの方の意見を聴き、活動し
ている。

ひとこと！ 町民の意見を広く聴き、町政の課題へ取
り組んでいきたい。

福祉

教育

旗
はた

手
て

　恵
けい

子
こ

70歳　当選11回

・総務常任委員長
・議会広報特別委員

わたしの
得意分野は

発　言 自分の考えを発言できたと思う。

研修・視察 直接話を聞いたり、見たり、学んだこと
は多かった。今後活かしたい。

議会改革 議会報告会など、いかに伝えるか苦労した。

ひとこと！ 町民の思いに寄り添った活動に努めたい。

産業振興

教育

堀
ほり

田
た

　成
しげ

郎
お

51歳　当選３回

・議長
・十勝圏複合事務組合議会議員
・十勝環境複合事務組合議会議員
・とかち広域消防事務組合議会
　議員

わたしの
得意分野は

研修・視察 視察、研修については勉強になったが、議
員としてその活動を自らでは評価しにくい。

議会改革 取り組みとしては目に見えたものができ
たと考えるが、未だ道は遠い。

議員活動 概ねできたと考えているが、本来の評価
は町民の皆さんにされるものである。

ひとこと！ 議長として1年間どうであったか。来年
はより具体的な行動の年としたい。
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次のページは「議会改革実施状況・

Ｈ29議会活動状況」

議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
 1

26　

だ
け
で
は
な
く
客
席
の
方
に

も
向
け
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
６
人
、
議

員
７
人
が
出
席
し
て
、議
会
・

議
員
活
動
や
議
会
運
営
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

石原

ネ
ッ
ト
中
継
の
カ
メ
ラ

を
、
子
ど
も
た
ち
の
方

れ
に
対
し
て
達
成
で
き
た
か

評
価
す
る
や
り
方
を
検
討
し

て
み
て
は
。

議
場 

de 

ジ
ャ
ズ

国

保

病

院

そ　

の　

他

 2
8　 議論の前に詳しい知識を  1

23　

新国保制度 議 員 報 酬
議員研修を

実　施
　

９
月
定
例
会
で
設
置
し
た

「
議
員
定
数
等
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」
で
の
議
論

を
始
め
る
に
当
た
り
、
十
勝

管
内
他
町
村
の
状
況
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
、
十
勝
町
村
議

会
議
長
会
が
平
成
28
年
度
に

調
査
研
究
を
行
っ
た
「
議
員

報
酬
（
月
額
）『
十
勝
標
準
』

の
試
算
」
に
つ
い
て
、
同
会

の
伊
藤
俊
昭
事
務
局
長
を
講

師
に
招
き
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る

国
民
健
康
保
険
の
新
制
度
に

つ
い
て
、
12
月
の
議
員
協
議

会
で
説
明
を
受
け
た
際
に

「
も
っ
と
詳
し
く
内
容
を
説

明
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

出
た
こ
と
を
受
け
て
、
齊
藤

美
津
雄
住
民
課
長
を
講
師
に
、

制
度
概
要
や
保
険
料
の
見
直

し
内
容
な
ど
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

十勝町村議会議長会　伊藤事務局長齊藤住民課長

こ
う
い
っ
た
機
会
を
継
続
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
。

會川

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ

う
に
演
奏
し
て
い
た
。

会
場
設
営
な
ど
次
回
に
向
け

て
改
善
す
べ
き
点
も
あ
っ
た
。

次
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

検
討
し
て
い
る
の
で
、
活
か

し
て
い
き
た
い
。

当
日
は
予
想
よ
り
多
く

の
人
が
来
て
く
れ
た
。

酒井

年
度
当
初
に
各
議
員
が

目
標
を
設
定
し
て
、
そ

議
員
の
自
己
評
価

あ
り
、
自
己
評
価
は
非
常
に

難
し
い
面
も
あ
る
。

　

自
己
評
価
と
町
民
の
感
じ

方
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

を
認
識
で
き
る
よ
い
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
う
。

議
員
各
々
で
評
価
の
レ

ベ
ル
が
異
な
る
こ
と
も

る
よ
う
で
は
厳
し
い
。
信
頼

が
持
て
る
病
院
に
な
る
の
か
。

議
員
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

下森

特
別
委
員
会
で
の
議
論

が
お
金
の
話
だ
け
に
な

會川

で
き
る
だ
け
多
く
の
町

民
か
ら
意
見
を
聞
く
べ

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見
を
聞
く
機
会
を
多
く

作
っ
て
い
き
た
い
。

非
常
に
重
要
な
問
題
な

の
で
、
議
会
と
し
て
も

形
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
選

挙
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
自

己
評
価
を
行
う
時
に
そ
う
い

う
も
の
も
わ
か
る
よ
う
に
し

た
方
が
よ
い
の
で
は
。

菊地

議
員
の
思
い
や
考
え
は

常
に
ど
こ
か
で
見
え
る

が
よ
い
。
同
じ
意
見
ば
か
り

で
は
ダ
メ
。
そ
の
た
め
に
選

挙
が
あ
る
。

大庭

議
員
に
も
い
ろ
ん
な
意

見
が
あ
る
人
が
い
た
方

し
て
い
る
か
。

下森

夜
間
や
土
日
に
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
は
検
討

※

※議会モニター
　議会・議員の活動や議会運営などについて町民からの意見をいただくため、
委嘱しています。現在のモニターは６人（酒井敏夫さん、下森孝俊さん、
石原由紀江さん、會川英二さん、大庭ひとみさん、菊地亜希さん）で、任
期は平成31年５月までです。（２年間）

き
で
は
な
い
か
。

議会

議会議会
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平成29年は何をした？

議会改革
新
た
な
取
り
組
み
を

着
実
に
実
施

議
会
報
告
会

　

議
会
・
議
員
の
活
動
を
議

員
自
ら
が
町
民
に
説
明
す
る

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

議
員
が
２
班
に
分
か
れ
て

町
内
６
会
場
で
行
い
、
参
加

者
は
１
２
９
人
で
し
た
。
議

会
活
動
報
告
や
町
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
独
自
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。（
11
人
参
加
）

　

議
会
広
報
編
集
に
欠
か
せ

な
い
「
文
章
の
要
約
」、「
見

出
し
の
つ
け
方
」、「
レ
イ
ア

ウ
ト
」
に
つ
い
て
講
義
・
演

習
形
式
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
、
議
会
広
報
に

掲
載
す
る
一
般
質
問
の
見
出

し
に
つ
い
て
、
よ
り
良
く
な

る
よ
う
議
会
広
報
特
別
委
員

会
で
案
を
考
え
て
修
正
す
る

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

議
員
研
修
や
委
員
会
行
政

視
察
等
に
参
加
し
た
議
員
は
、

事
後
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は

議
会
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
町
民
に
周
知

し
て
い
ま
す
。

　

普
段
な
か
な
か
入
る
こ
と

の
な
い
議
場
を
町
民
に
開
放

し
て
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

狙
い
か
ら
、
議
場
で
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

※
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会

議
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員

会
の
会
議
録
を
公
開
し
て
い

ま
す
。（
公
開
時
期
は
各
会

議
の
約
３
か
月
後
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

本
会
議
ま
た
は
本
会
議
場
で

開
催
さ
れ
る
委
員
会
の
生
中

継
、
録
画
中
継
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

①
議
案
賛
否

　

人
事
案
件
を
除
く
賛
否
の

あ
っ
た
議
案
に
つ
い
て
、
議

員
そ
れ
ぞ
れ
の
賛
否
状
況
。

②
議
員
の
出
欠
状
況

　

本
会
議
、
各
委
員
会
、
研

修
等
に
お
け
る
各
議
員
の
出

欠
状
況
。

③
議
会
活
動
状
況

　

「
本
会
議
開
催
状
況
」「
付

議
事
件
・
議
決
結
果
（
件
数

及
び
件
名
）」「
一
般
質
問
」「
意

見
書
」
な
ど
。

　

議
会
の
運
営
等
に
関
し
、

町
民
か
ら
の
要
望
や
意
見
を

聞
く
た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

を
６
名
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

（
委
嘱
期
間

：

２
年
間
）

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
は
２
回
開

催
し
ま
し
た
。

　

３
班
体
制
で
、
町
内
各
種

団
体
と
の
懇
談
会
を
３
回
開

催
し
ま
し
た
。

①
広
尾
高
校
生
徒
会
（
２
月
）

②
漁
協
女
性
部
（
２
月
）

③
商
工
会
女
性
部
（
３
月
）

会
議
録
の
公
開

議
員
研
修
会

開催日 会　場　・　参加人数

４／20 音調津総合センター・46人

４／21
野塚公民館・２人
丸山寿の家・７人

４／24
農村環境改善センター・８人
並木寿の家・11人

４／26 コミュニティセンター・55人

☞

研
修
は
こ
う
活
用
！

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

議
場
de
ジ
ャ
ズ

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
・

ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル

継
続
は
力
な
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

議
会
情
報
の
公
開

議
会
モ
ニ
タ
ー

議
会
懇
談
会

初の試みだった議会報告会
運営上の課題は次回開催に活かします

出演
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次のページは

「議会日誌・高校生議会」

平成29年 広尾町議会の活動状況
※平成29年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数

定例会 4回 15日 151件 22人

臨時会 3回 3日 8件

合　計 7回 18日 159件 22人

１．本会議開催状況 ３．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数

実

人数第1回 第2回 第3回 第4回

質問者数 6人 4人 4人 4人 18人 8人

２．付議事件数・議決結果 （単位：件）

区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定　
　

例　
　

会

町　
　

長

条　　例 29 原案可決 29

予　　算 47 原案可決 47

決　　算 10 認　　定 10

人事案件 13
同　　意 12

適　　任 1

契　　約 3 原案可決 3

専決処分 9
承　　認 5

報　　告 4

そ の 他 16
原案可決 10

報　　告 6

小　　計 127 小　　　計 127

議　
　

員

条　　例

意 見 書 13 原案可決 13

規　　則

そ の 他 6
原案可決 2

そ の 他 4

小　　計 19 小　　　計 19

委
員
会

条　　例 1
原案可決 5

そ の 他 4

小　　計 5 小　　　計 5

定例会　計 151 151

臨　
　

時　
　

会

町　
　

長

条　　例

予　　算 4 原案可決 4

人事案件

専決処分

契　　約 4 原案可決 4

小　　計 8 小　　計 8

議　

員

条　　例

そ の 他

小　　計 0 小　　計 0

委
員
会

そ の 他

臨時会　計 8 8

年　間　件　数 159 159

４．委員会開催状況

委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 0日 5日 5日

産業常任委員会 0日 5日 5日

議会運営委員会 1日 4日 5日

特
別
委
員
会

予 算 審 査 10日 0日 10日

決 算 審 査 4日 0日 4日

議 会 広 報 0日 12日 12日

議員定数等調査 1日 0日 1日

合　　　計 16日 26日 42日

５．研修・視察活動等
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容

6/20 11人 広尾町
広尾町議会議員研修会

広報作成研修（講義・演習）

7/4

～5
11人 札幌市

北海道町村議会議長会主催

講演（2名）

11/7 10人 更別村
十勝町村議会議長会主催

事例発表（士幌高校）

②常任委員会行政視察

区分 日程 参加者 視察先 内　　容

総務

11/15
委員

6人

本別町
住民主体の福祉施策の取り

組みについて

足寄町
認定こども園の運営につい

て

11/17
委員

6人
新得町

障がい者の就労対策につい

て

産業
10/24

～25

委員

4人

安平町
生活環境に配慮した大規模農場

の取り組みについて

札幌市

十勝沿岸における有効な栽培

漁業とマツカワ種苗供給の見

通しについて

６．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第1回 第2回 第3回 第4回

可決件数 2件 4件 5件 2件 13件
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【12月】
１日　第５回議会運営委員会
５日　第４回広尾町議会定例会（～８日）
７日　議場 de ジャズ
８日　第７回議員協議会
　　　議会広報編集会議
10日　長崎県西海市姉妹交流事業懇親会
22日　十勝管内市町村議会議長・副議長意見交換会（帯広市）
26日　広尾町消防団歳末特別警戒激励
【１月】
３日　はたちのつどい
４日　広尾町消防団「新年出初式」
５日　広尾漁業協同組合初競り
６日　立憲民主党北海道第11区総支部設立パーティー（帯広市）
９日　新年交礼会（町主催）
10日　十勝毎日新聞社年賀会（帯広市）
11日　第１回総務常任委員会
　　　船霊祭
14日　アイスストッカーひろお大会
　　　北海道議会議員 池本柳次 新年交礼会（音更町）
20日　第４普通科連隊第２中隊と２町新年交礼会
21日　北海道議会議長 大谷亨 十勝連合後援会新年交礼

会（帯広市）
22日　交通安全署名簿奉納及び交通安全祈願祭
　　　㈲北藤ファーム新築牛舎完成竣工式・祝賀会
　　　広尾町商工会永年勤続優良従業員表彰式典
23日　第１回広尾町議会臨時会
　　　第１回議員協議会
　　　第１回議会運営委員会
　　　第１回国保病院のあり方に関する調査特別委員会
　　　平成29年度第２回広尾町議会議員研修会（管内町

村議会議員報酬等の現状）
　　　第１回議員定数等に関する調査特別委員会
26日　議会モニター会議
28日　北海道議会議員 喜多龍一 と新春道政を語る会
30日　第１回産業常任委員会

議会活動日誌
平成29年12月～平成30年２月

【２月】
３日　長崎県西海市小学生親善交流団来町歓迎式
６日　コミュニティ・スクール制度町民説明会
７日　議会広報編集会議
８日　高校生議会
　　　平成29年度第３回広尾町議会議員研修会（国保の

新制度）
12日　衆議院議員 石川香織 新年交礼会（帯広市）
15日　第１回議会広報特別委員会
18日　広尾町商工会青年部設立50周年記念式典・功労者

表彰及び祝賀会
23日　広尾町森林組合通常総会
　　　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）
26日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
27日　米沢のりひさまちづくり報告会（帯広市）
28日　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝環境複合事務組合議会定例会（帯広市）
　　　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、平成30年

第１回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会
①第７期広尾町高齢者保健福祉計画・広尾町介護保険事業

計画について
②第２期広尾町障害者計画について

◇産業常任委員会
①エゾシカ被害及び捕獲の状況と有効活用の取り組みにつ

いて
②陣屋大橋（仮称）の工事進捗状況と供用開始の見込みに

ついて

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

　

今
回
は
高
校
生
が
提
案
し

た
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
高

校
生
・
議
員
・
町
職
員
が
議

論
を
交
わ
す
形
式
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
議
場
の
雰
囲
気

に
緊
張
し
て
い
た
高
校
生
で

し
た
が
、
徐
々
に
い
つ
も
の

持
ち
味
を
発
揮
。

　

観
光
や
町
の
将
来
に
つ
い

て
な
ど
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
高

校
生
か
ら
は
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
時
期
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
点
灯
し
て
は
」、「
る
る

の
２
階
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
活
用
し
て
、
人
が
集
ま
れ

る
場
所
づ
く
り
を
」
な
ど
、

今
後
活
用
で
き
そ
う
な
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
４
月
１
日
発
行

予
定
の
高
校
生
議
会
速
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
広
尾
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
録
画
中
継
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

みんなで
まちづくりの議論を

 2
8　

高校生議会を開催


